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ワキ ンション e タ欠損・マノレコ ンテカノレ

ロ法MCMC(Markov Chain Monte Carlo）法

1. rまじめに

不動産の価格＠賃料評価のためのデータ分析においては、空間的な棺関を考怠する

ことが不可欠で、ある。都市における不動産評価に対して空間モデリングを活用する研

究は、例えば、 Benirschka( 1狩ヰ）ラ Can(1992）ラ Valenteet al. (200めなど、近年、大きな

を見せている。

これに対し、我が国における空間的な相関 した不動産評価の研究例は未だ数

る程しかない。しかも、それらの多くは公恭地錨を用いて分析しており、歪みの間

ある（例えば、西村＠清水（2002）参照）。

本研究では、東京23区における賃貸マンションの実際の賃料データを、その不動産

の属性および空間的な相関を持った誤差項を含んだ、モデルによって推計し、その有用

性を示す。一方、実務では、誤差項の空間的な相関に対し、説明変数に地毘国有のダ

ミー変数を導入することでこれに対処する方法が経験的に用いられている。本研究で

は、そのような方法の効果に関しでも検討する。

実際に不動産のデータを使った分析を行う擦には、多くの問題に悩まされるむこれ

に関してKnightet al. ( 1掠めでは、不動産データの特質として のデータ欠損（ii)

(iii）打ち切りデー夕、などの問題を挙げて論じている。そこでは、これらの

問題に直面した際、 Gibbs samplerによるそデノレ推定が効果的で、あることを示してい

るむそこで本研究では、このうちデータ欠損の問題を対象として、 Knightet al. (1野町

同議、パラメータの推定にマルコブ

題に対処し、実際のデータを用いてそ

ンテカノレロ（MCMC）法を用いてこの間

る。

さらに、サンプルサイズの違いによるこれらの結果の違いについて つ。


